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１．調査要領 

（１）目  的  2019 年 10 月に実施予定の消費税増税について、一部対象品目に軽減税率が適
用されること、また、同時に国の事業として「キャッシュレス・消費者還元事業

（ポイント還元事業）」が実施されることによる事業者の準備状況等について、

アンケート調査を行い、現状を把握し、事業所への経営力強化支援を行う。 

          

（２）調査期間  2019年 5月～6月 

（３）対  象  会員事業所 

（４）方  法  対象事業所にアンケート用紙を送付し、回答を得た 107社の意見等を集約する。 

         ※集約においては、次の４つの業態に分けた集計を行った。 

「飲食業」、「食品小売業」（食品の小売りが主と見られる事業所） 

「食品外小売業」（食品以外の小売りが主と見られる事業所） 

「ほかサービス業」（宿泊業、理美容、自動車関連等、回答のあった事業所） 

 

２．目  次 

 

  Ｑ１．消費税率引き上げに向けた価格転嫁の見込み ・・・・・・・・・・・２ 

  Ｑ２．軽減税率導入の準備状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

  Ｑ３．軽減税率対応のレジの準備状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

  Ｑ４．軽減税率制度導入における自社の課題 ・・・・・・・・・・・・・・５ 

  Ｑ５．顧客に対するキャッシュレスの対応状況（現状） ・・・・・・・・・６ 

Ｑ６．現在対応しているキャッシュレスの種類等 ・・・・・・・・・・・・６ 

  Ｑ７．キャッシュレス対応事業者における今後の対応予定 ・・・・・・・・７ 

  Ｑ８．キャッシュレス未対応事業者における今後の対応予定 ・・・・・・・７ 

  Ｑ９．キャッシュレス未対応の理由 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

  Ｑ10．顧客からのキャッシュレス手段に対する要望 ・・・・・・・・・・・７ 

  Ｑ11．事業所の意見や要望 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ 

 

３．調査結果 Ｐ２～Ｐ８ 
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  Ｑ１．消費税率引き上げに向けた価格転嫁の見込み 
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  Ｑ２．軽減税率導入の準備状況 
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  Ｑ３．軽減税率対応のレジの準備状況 
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  Ｑ４．軽減税率制度導入における自社の課題 
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  Ｑ５．顧客に対するキャッシュレスの対応状況（現状） 

Ｑ６．現在対応しているキャッシュレスの種類等 
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  Ｑ７．～Ｑ１０. 

 

Q7. （Q5で「対応している」と回答の方）

a.種類を検討 20 国による消費者ポイント還元やｷｬｯｼｭ

b.現状維持 17 ﾚｽの端末補助が実施された場合、

c.わからない 11 どのように対応しますか？

無回答 8

回答数計 56

Q8. （Q5で「対応していない」と回答の方）

a.対応したい 9 国による消費者ポイント還元やｷｬｯｼｭ

b.対応しない 17 ﾚｽの端末補助が実施された場合、

c.わからない 23 ｷｬｯｼｭﾚｽに対応しますか？

無回答 2
回答数計 51

a.初期費用 12
b.決済手数料 19
c.入金サイト 12
d.導入の手間 14
e.顧客が求めない 7
f.内容わからない 20
g.なんとなく不安 11
h.その他 3

a.クレカ b.電子ﾏﾈｰ c.QRｺｰﾄﾞ d.希望なし

37 14 3 32
57 10 1 22
41 5 0 40
37 4 4 25

172 33 8 119合　　　計

Q7．ﾎﾟｲﾝﾄ還元等の対応

Q8．ﾎﾟｲﾝﾄ還元等の対応

Q9.ｷｬｯｼｭﾚｽ不対応の理由

（若い方　20代位まで）

（30代～50代位の方）

（60代以上位の方）

（外国人の方）

Q10.お客さんのｷｬｯｼｭﾚｽ要望

36%

30%

20%

14%

Q7．ポイント還元等の対応

a.種類を検討

b.現状維持

c.わからない

無回答

18%

33%
45%

4%

Q８．ポイント還元等の対応

a.対応したい

b.対応しない

c.わからない

無回答

0

5

10

15

20

25

Ｑ９.キャッシュレス不対応の理由

0

50

100

150

200

a.クレカ b.電子ﾏﾈｰ c.QRｺｰﾄﾞ d.希望なし

Ｑ１０.お客さんのキャッシュレス要望（合計）

Ｑ７.～Ｑ１０．では、キャッシュレス

推進と「ポイント還元」対応を質問。

回答時点（５月末）においては前述

Ｑ５．のように、半数ほどの事業所で

キャッシュレス対応しているが、今後

の予定で積極的な推進を考えている

事業所はあまり多くなく、その原因と

しては、キャッシュレスの種類と会社

数が多くて、選択に困ることと、何よ

り、導入には手間と経費がかかり、

また、Ｑ１０．に見るように顧客から

の希望も多くない面があると考えら

れる。客層とそのニーズに合わせて

導入を検討するのが良いと思う。
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Q11.意見や要望 

・ 手数料がかかり利益が減る。 

・ １０％オンリーで進めてほしい 

・ 複数税率は事務が大変、ポイント還元は姑息な手段 

・ 消費税還元事業するなら最初から増税しなければいい 

・ キャッシュレス支払の時間がかかりすぎ。種類多すぎ 

・ 電子マネー・ＱＲ系に対応したいが、まだよくわからない 

・ 手数料がかかり利益が減る。停電時に使えない 

・ 軽減税率不要、すべて１０％が良い 

・ 一度に多くの方式を導入すると混乱する 

・ 軽減税率はやめた方がいい 

・ 小売りではないので対応しない 

・ 現在の顧客は現金かクレカ、これ以上のキャッシュレス疑問 

・ 業者数が多く、どこが便利かわからない 

・ 電子マネー系、ＱＲコード系の決済方法を教えてほしい 

・ 税は一律１０％にしてほしい、キャッシュレスは手数料が高い 

・ クレジットの手数料高い。ポイント還元の実行は納得いかない 

・ 種類が多く、自社に何が合うか。一覧表がほしい 

・ ＱＲ系に対応したいが、まだよくわからない 

・ 現金のみで、ポイント還元時期の対応がわからない。 

・ 本社で対応中 

・ Ａｉｒペイ申請中 

・ 会社による違いを一覧表にしてほしい 

・ キャッシュレス対応、高齢になると難しい 

・ きちんと説明してほしい 

・ キャッシュレス会社が多すぎてどこが良いか分からない 

 

今回のアンケート調査では、４つの業態によって、準備の進捗が異なる状況であることが特徴

的でした。 
 網走商工会議所としては、このアンケート調査を通して、軽減税率やキャッシュレスの準備状

況等について把握できた点を、今後の会員事業所の経営力強化支援に活用して行きたいと考えて

います。 


